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は じ め に

この本の書名に用いた「貧溶媒晶析」という言葉は，いかにも印象が悪い．

晶析分野の人々にとってもその感は否めないところだから，晶析のことなど全

く知らない人にとっては，なおさらと思われる．実際私はある人に怪訝な顔を

された経験がある．「貧」がいかにも良くない印象を与えるからに違いない．

そんな訳であまり使いたくはないのだが，用語としては定着しているので，止

むを得ず使用した．貧溶媒晶析に変わる用語として，「溶媒添加晶析」という

用語が晶析研究会のアンケート(註)で使用されているが，この方が貧溶媒晶析

よりも良いかもしれない．「非溶媒晶析」といういい方も見られる．「貧」より

は幾分ましかもしれない．貧溶媒晶析に対応する英語は，Anti-solvent 

crystallization である．だからといって，「貧溶媒晶析」が英語由来ということ

ではないと思われる．良溶媒に対して貧溶媒といういい方は，多分以前から

あったと思われるし，貧溶媒晶析法そのものが欧米から取り入れられた晶析手

法というわけでもないからである．ごく自然に，Anti-solvent crystallization に

対応するものとして貧溶媒晶析という用語が生まれたのではないだろうか．英

語には，その他に Drowning crystallization，Dilution crystallization，Salting-out 

crystallization などが存在する．

貧溶媒晶析は非常に広く使われている．特に，医薬品工業などではそうであ

る(註)．それにもかかわらず，これに関する書籍は見当たらない．また，ハン

ドブック類にも記述が非常に少ない．不思議と思われるほどである．貧溶媒晶

析に関する技術的知見あるいはノウハウを持っていない企業あるいは技術者が，

貧溶媒晶析プロセスを新たに計画しようとした時，一体何を参考にしたらよい

か困る場合が多いのではないだろうか．本書はそのような企業あるいは技術者

に，貧溶媒プロセス開発の「とっかかり」を与えるものとして企画した．貧溶

媒晶析は，操作因子が他の晶析法に比較して多様で，最適化も難しい．しかし，

操作因子が多様性であるということは，製品に対する高度な要求にも応え得る

可能性も秘めている．本書の貧溶媒晶析事例をお読みいただけば，操作因子の

多様性の一端がうかがえると思う．その意味で，本書は，貧溶媒晶析技術を網

羅したものではないものの，ベテランの技術者にも，何らかのヒントが得られ



るものと思われる．

本書の目指すのは，「とっかかり」と「ヒント」を提供することであるから，

とかく難しくなりがちな基礎的および理論的事項は後にまわし，先に貧溶媒晶

析の事例を紹介することにした．

第 1 章では，主として企業で実際に貧溶媒晶析に携わっている技術者の方々

に，事例を執筆していただいた．これら事例から，貧溶媒晶析の実際が具体的

に理解できると思う．第 2 章では，貧溶媒晶析において望ましくない現象とし

てのオイル化，あるいは，オイル化に関連する現象としての結晶の凝集および

スケーリングについて解説した．第 3 章では，貧溶媒晶析プロセスにおける結

晶収量，生産速度および装置設計の基本を述べた．また，貧溶媒晶析に使用さ

れる装置の概要を述べた．さらに第 3 章では，貧溶媒晶析においてどうしても

避けることができない廃溶媒の処理，精製もとり扱っている．最後の第 4 章で

は，貧溶媒晶析における基本的事項として，相平衡と過飽和度，核化と結晶成

長および溶液の撹拌と混合について解説した．

本書には多くの方々に執筆者としてご協力いただいた．いずれも多忙を極め

る方々である．ご協力を感謝したい．また，分離技術会事務局の三澤氏以下ス

タッフの方々には，出版までの長い道のりを辛抱強くサポートしていただいた．

感謝申し上げたい．なお，この「分かり易い貧溶媒晶析」の企画は，松岡先生

(当時農工大教授，現名誉教授)と久保田の両名により 5，6 年前に提案され，

その後分離技術会出版委員会で承認された．出版がこのように遅れたのは，ひ

とえに久保田の怠慢によるものである．関係者にはご迷惑をおかけしてしまっ

た．深くお詫びしたい．

註：大嶋 寛，アンケートから見た日本の晶析技術，化学工学, 65 (2001) 38-39

平成 25 年 4 月

久保田 徳昭
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